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l．はじめに  

建物や都市のような定められた簡域を対象として，人々の間に発生する移動が任意の人の対に対して一定  

の割合であると仮定し，渋滞なしで通行することができるように，全領域を居住部分と交通路部分に配分す  

る問題を考えた【2］．そして，建物に余裕があって配分に自由度がある場合に，総移動時間を最小にする配  

分を考え，容量が大きく速度が遅い交通手段（エスカレータ）と，容量が′トさく速度が早い交通手段（エレ  

ベータ）がどのように選択されるかという問題を考えた【3］．本報告では，上記の問題の解である建物に対  

して，居住部分の任意の2点間の移動時間の分布を計算した結果を報告する・  

2．建物内の交通盤とエレベータ通路画板   

建物の各階の床を∫‘（f＝1，…れ居住僚域をβ，β内の人口密度pとする・床は正方形であるとする・β  

内の任意の人の対（P，e）に対して，単位時間内に一方が他方へ移動する割合をわとする・そして，Pからe  

への経路を尺（P，e）とする．尺（P，e）は，Pおよびeがいる階の廊下の移動と，Pの階からeの階までのエレ  

ベータほたはエスカレータのどちらか一方で途中で乗り換えない）を使う移動，からなる・ここで，水平  

方向には床の辺と平行に移動して1回だけ左折するものとし，垂直方向に移動するには，建物の中心に行か  

なければならないものとする．  

時間 経路尺（P，¢）に沿った線素を戯とし，経路上の点‖こおける単位良さあたりの移動時間を∫（乃とすると，  

移動時間はJ∫（′）誹 と表され建物内で移動に要する時間の和は∬みJf（′）成d靴優 と表される・  

呵P，e）  （た伽∂則P，∽  

容量 図1に示すように，廊下の幅の単位長さあたり単位時間に通過できる人数の上限をc。。とすると，1人  

が水平に移動するためにはその経路に沿って幅げc‘pの廊下を用意しなければならない・また，垂直移動設  

備の単位床面積に対する交通容量をcγ－とすると，1人が通過する途中の各階において，れ－の交通路面積を  

用意しなければならなしi．   

各階∫fで利用されている床面積は，廊下，垂直移動，居住，を合わせて（3）のように表される■建物に収  

容する人口をP叩とすると，総移動時間を最小化する問題は以下のように定式化される・  
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βp  図1移動経路と交通路の容量  

エレベータとエスカレータのある建物を考えるには，階差がdのときにエレベータを利用する割合をr（d），  

エスカレータを利用する割合を1－「（d）とし，「（d）を変数として上の問題に導入すればよい．   

建物内の居住態域と交通路が求められれば，居住飯域内の2点間の時間距離分布を点間の時間距離が  

【り＋d】である点対の量を計算することによって求めることができる【1】・  

3．計算例   

速度，交通容量を以下のように定め，人口10000人，kO．0001，p＝0．125として計算した例を示す・  
廊下  歩行速度  分速80m  

交通容量  幅1mあたり20人／分（c。。＝20）  

ここで，各階ごとに水平移動距離は，利用床面積の平方根ちを使って，垂直方向通路までは0・5ち，同じ階  
の2点間は2／3⊥‘とした．ただしちは決定変数の関数である・  
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エレベータ 通過速度  待ち時間2分，分速2（氾m，1階を通過するのに0．02分  

交通容量  専有面積を0．25m＝／人，4分に1回くるとして1人／m2／分（cgv＝1）  

エスカレータ通過速度  分速2仇n，1階（エスカレータ長さ8m）を通過するのに0．4分  

交通容量 幅1．2mあたり80人／分，エスカレータの床投影面積8〝王2（c郎＝80／8＝10）  

時間距離分布を，洪2000～2500と3000～20000に分けてそれぞれ図2，3に示す．同じ階の徒歩（walk），エ  

スカレータ（esGll釦0り，エレベータ（elevator），それぞれによる移動がカバーするおおよその範囲を矢印で示  

してある．図2は，床面積が小さくて垂直移動には主としてエスカレータが使われる場合である．床面積が  

増えるにしたがって，移動時間の長い部分が，グラフ上でピーク状に見えるエレベータ移動に置き換わるこ  

とがわかる．図3は，床面積が広く遠い階間の移動はエレベータを用い，近い階間の移動にはエスカレータ  

を用いることができる場合である．∫＝20000は床面積が制約条件とはならない場合であり，10階建てで徒歩  

とエスカレータによる移動が主である．図3のいずれのケースも平均移動時間はほぼ同じ値となっている．  
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図2建物の2点間の時間距離の分布．s＝2000～2500  
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図3各階ごとの床面積の配分．s＝3000～20000  
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